
<多職種連携情報共有システムとは>

医療と介護の両方を必要とする高齢者に関する様々な情報を医師、看護師、薬剤師、
ケアマネジャー、介護職などの多職種間で共有することを目的としたクラウドサービス型の
ソフトウェアです。

<セキュリティ対策>
厚生労働省ガイドラインに準拠し、電子証明書を用いた二要素認証、暗号通信等セ
キュリティ技術を適用。

資料３

（修正後）



１ 医療・介護専門職にID・パスワード取得を推奨する。

２ ID・パスワード取得者の氏名をバイタルリンク上で公開する。

３ 従来の活用方法に加えて、様々な場面で活用を進めていく。

４ 従来の多職種連携の各部屋への参加について、医師の必須を改め医師あるいは訪問看護師いずれかを必須とする。

５ 小さな部屋から始めて、徐々に大きい部屋（従来の利用方法）へと発展させる。

６ 医療・介護専門職への説明会の実施

多職種連携情報共有システム
運用方針（案）
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活用
【従来の利用方法】

タイトル 内 容 イメージ図 同意の要否

登録者の部屋

在宅療養中である登録者の支援
にあたる
多職種間の情報共有

※医師の参加が必須

要

病診連携の部屋

病院連携室と診療所の医師間で
の情報共有

・新規外来受診依頼
・入院受け入れ依頼
・退院後の診療依頼 等

否

担当者２

かかりつけ医

登録者
（在宅療養中）

ケアマネジャー担当者１

担当者３

病院連携室

かかりつけ医
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活用（案）新たな利用法
【同職種間の情報共有】

※ 上記の他、介護支援専門員の部屋、リハビリ専門職の部屋、栄養士の部屋等、様々な職種で活用が想定される。

タイトル 内 容 イメージ図 機 能 同意の要否

訪問看護師の部屋

訪問看護師間の情報共有
・会議や研修の案内
・制度改正等の情報共有

否

内科医と皮膚科医の
部屋

内科医（かかりつけ医）と
皮膚科医の間で、特定の
患者の個人情報の共有を
する場合は、新たに部屋を
作る。

要

訪問看護師１

訪問看護師３

訪問看護師４ 訪問看護師５

訪問看護師６

訪問看護師２
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連絡帳
□療養のポイント
□バイタル機能
□おくすり情報
□Zoom連携機能
□患者情報機能
カレンダー機能

皮膚科医

内科医
（かかりつけ医）

登録者

 連絡帳
 療養のポイント

□バイタル機能
 おくすり情報

□Zoom連携機能
 患者情報機能
 カレンダー機能



活用（案）新たな利用法
【２職種間の情報共有】

※ 上記の他、薬剤師→主治医への薬学的管理指導計画書・
  訪問薬剤管理指導報告書等の提出用の部屋として活用など

※ 小さな部屋から始めて、徐々に大きい部屋
（多職種が参加する部屋）へと発展させる。

タイトル 内 容 イメージ図 機 能 同意の要否

登録者の部屋

かかりつけ医とケアマジャーの
部屋
ケアプランのやり取りを行う。

医療上の留意事項を基に
ケアプランを作成し、
かかりつけ医に提出。

要

かかりつけ医

登録者（要支援・
要介護者））

ケアマネジャー

担当者２ 担当者３

担当者１登録者
（在宅療養中）

かかりつけ医
または
訪問看護師

ケアマネジャー
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 連絡帳
 療養のポイント

□バイタル機能
□おくすり情報
□Zoom連携機能

 患者情報機能
□カレンダー機能

支援者も加わる



活用（案）新たな利用法
【多職種間の情報共有】

※ 小さな部屋から始めて、徐々に大きい部屋
（多職種が参加する部屋）へと発展させる。

タイトル 内 容 イメージ図 機 能 同意の要否

登録者の部屋
（サービス担当者
会議用）

サービス担当者会議の開催

Web会議連携機能
・カレンダー画面からZoom会議の予
約・参加
・会議URLの共有
・開催案内メールを自動送信
・資料の共有

要

かかりつけ医

登録者

ケアマネジャー

担当者１ 担当者２

担当者３ 担当者４

サービス担当者会議
の他、「連絡帳」機能
として日々の各々が
得た情報を共有 担当者３ 担当者４

担当者２

ケアマネジャー

登録者

担当者１

かかりつけ医
または
訪問看護師
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 連絡帳
 療養のポイント
 バイタル機能
 おくすり情報
Zoom連携機能
 患者情報機能
 カレンダー機能



活用（案）新たな利用法
【多職種間の情報共有】

※ 小さな部屋から始めて、徐々に大きい部屋
（多職種が参加する部屋）へと発展させる。

タイトル 内 容 イメージ図 機 能 同意の要否

登録者の部屋
（退院カンファレンス用）

退院カンファレンスの開催

Web会議連携機能
・カレンダー画面からZoom会議の
予約・参加
・会議URLの共有
・開催案内メールを自動送信
・資料の共有

要

かかりつけ医

登録者

ケアマネジャー

病院主治医 訪問看護師

薬剤師

退院カンファレンスの
他、「連絡帳」機能と
して日々の各々が得
た情報を共有 担当者３ 担当者４

担当者２

ケアマネジャー

登録者

担当者１

かかりつけ医
または
訪問看護師
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 連絡帳
 療養のポイント
 バイタル機能
 おくすり情報
Zoom連携機能
 患者情報機能
 カレンダー機能



導入スケジュール
項 目 2026年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

事業所案内①（現システム終了）
事業所案内①（新システム導入）
運用開始からID・パスワード申請受付
説明会
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<説明会・研修会>
・3月下旬～5月 全体説明会の開催（ハイブリッド方式、対面開催及び後日限定動画配信）
・4月以降 多職種の会議の場等を活用し説明会を開催

案内済
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